
CHAPTER 63

エル
Part 1 of 2

“組織”のエージェント、エルの初任務は、クレア・ベネットの監視だった。
ユニオン・ウエルズ高校の生徒として潜入したエル。だが、任務は想像した
ようには進まず…。



おめでとう。
おまえの初任務だよ。

ノアの娘？
冗談でしょ？

クレア・ベネットを
あなどるんじゃない。
あの娘は優秀な
家系の血をひいてる。

彼女を
把握しておくことは、
重要なんだ。

あの血筋だ。
将来、
幹部になる可能性もある。
次のリンダーマン、
次のアーサー・ペトレリ
かもしれないんだ。

数年後には、彼女に命令される
立場になる可能性もある。
だから、慎重にやるんだ。

８ヵ月前８ヵ月前８ヵ月前８ヵ月前
ユニオン・ウエルズ高校
時間割表クレア・ベネット



クレア監視　17日目
現場でサイラーたち悪党を
追跡すべきときに、
こんなバカげた社会学の授業を
うけてるなんて。屈辱だわ。

クレア・ベネットは大嫌い。

訂正。

ただの子守じゃない。
こんなの。

冗談キツすぎ。

しかもマジで
チアリーダーだなんて。

初めて会ったときから、
クレア・ベネットは気に入らなかった。

今は、憎たらしい。



見てよ。あのノアが
“ノーマン・ロックウェル”ばりの生活？

家族が
真実を知ったら…

え？

シーッ！
シーッ！

言っとくけど、
私は警告したわよ。

ベネットの家ベネットの家ベネットの家ベネットの家ベネットの家ベネットの家
ちょっと！



ファイル、読ませてもらったわ。
あなた、水でショートするのね。
その上、自分まで感電するなんて。

ゲホッ
ゲホッ

そうね、
フェアにいきましょ。

アッ！

イーデン、
それぐらいに
しておけ。

あなたが
自分のパワーを
使わない限り、
私も使わない。



あの時、
はっきり言ったはずだ、エル。

それは、
私の仕事だ。

そうね、
そう思ってなさいよ。

でもね…

クレアを監視しろって
命令に従ってるだけよ。
何が悪いの。

クレアが悪のパワーを
現したら、私が彼女の
トレーナーになるのよ。

イーデンみたいに
“親切”にしてやるわ。

最後の部分はアドリブ。
ベネットの顔を見てみたい。
でも、振返ったらカッコ悪い。

あの、カワイイ人気者のお嬢様が、
下層階級と話？

おもしろいじゃない。

娘の周りをうろつくのは
やめるんだ。


